
アップサイクル・コンテスト

現在、SDGsの17のゴールの取り組みが多方面で取り上げられている。とりわけ環境問題はみんなで考え
るべき課題である。CO2の増加によって地球温暖化が進行すると、地球の気象が変化し、極端な気温の上昇
による熱波や強い台風や集中豪雨などの異常気象のよる災害の頻発や、干ばつによる食糧危機、海面上昇に
よる居住地の喪失などが引き起こされている。このように環境問題にも様々あるが、興味をもったのはファ
ストファッションの問題であった。それらは焼却や埋め立てに回されることが多く、CO2 排出や土壌汚染の
原因となっている。解決策としては、持続可能 な生産と消費の促進、リサイクルやリュースの強化、消費者
の意識向上が求められている。私達、人類が責任を持ち、環境への影響を最小限に抑える努力が必要と考え、
この企画を提案したい。 私達は、新しいものを買うばかりではなく、新しいものが手に入ったら使わなく
なった物を捨てるのではなく、リサイクルしたり、再利用したリしようという考えを持つようになる人を増
やしたいと考えた。しかし、着る人が価値が無いと思う服を着用することは難しい。そこで、それらのよう
な廃材にも新しい価値があると思えるような意識変容のために、アップサイクルするファッションの推進、
またその考え方を普及させるためにファッションコンテストを行う事で、社会問題にアプローチしたいと考
えるようになった。

廃材の行方は？ ゴミではないもの？に価値を持たせるためには！？ 

環境問題は私達の生活に大きく関わっている！？

【現状と課題】 この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA-NC の
ライセンスを許諾されています

https://ourworld.unu.edu/en/closing-the-loop-for-those-losing-sleep-about-garbage
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/


環境に対する意識調査

衣類は他のゴミに比べて、比較的リサイクルされている認識だったので、捨てると
いう感覚はあまりなかったが、ガーナには衣類が捨てられた広大な土地があって驚
いた。また世界中の廃棄家電が捨てられている街も あり、世界には深刻なゴミの問
題に直面している場所があることが分かった。ごみの町で暮らす人々を見て、 胸が
締め付けられる思いになった。しかし、私達の生活は自分の身の回りだけはキレイ
で、実際海洋汚染や大気汚染など、私達がごみで地球に大きな悪影響を及ぼしてい
るのに対して、目を背けすぎているのではないか。環境間題を自分のこととして考
えられていない人が多くいる。

【現状把握】

環境問題の意識を向上させるには！？
アップサイクルを知らない人がほとんど！
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（図２）使わなくなった

衣服はどうしている？
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知っている 名前だけ 知らない

（図１）アップサイクルを

知っている？

クラスアンケート調査

（図１）のアンケート結果よりアップサイクルを知らないと答えていた人が９割
以上。アップサイクルの認知度が低い事が分かった。（図２）では衣服を処分し
ないように誰かへ譲渡したり売却している人が一番多く、二番めに捨てる人が多
かった。一方で使用しなくなった衣服を保存やリメイクしている人は少数派で
あった。フリーマーケットで売ることや譲渡することは衣服の価値を上げられな
いどころか下がっていく。リメイクの必要性を広めていかなくてはならない！

【環境問題をアートの力で伝えるアーティスト】
長坂真護氏の作品より



アップサイクル・コンテスト

• アップサイクルコンテストは、学校教育で環境問
題への意識を高め、自ら廃材を活用しようとする
ことで、モノとの付き合い方への意識変容をもた
らすことを狙いとして実施するコンテストである。
夏休みの自由研究のような形式で、生徒達に不要
になった服や廃材でファッショを用いたアート作
品を作ってもらう。廃材は家庭から出てくる物だ
けでなく、企業が製品を作る過程で出てくるもの
も使用する等、地域企業との連携を図りながら実
施する仕組みを作る。地域社会一丸となって環境
について考える契機になるとともに、環境を意識
した人材を社会に排出することを目指す。

• 廃棄物として捨てられるものに新たな価値を持た
せ、魅力的なファッションに生き返らせることで、
新しい製品に生まれ変わらせる「アップサイク
ル・コンテスト」によって取り組ませる！

【コンテストの概要】

ファッションからの環境問題へのアプローチ

昨年度の探究学習（芸術探究）で制作した廃
材ランプシェードと船の玩具（in宇多津）



コンテストは各小学校や中学校で教材として行ってもらい、
地域大会→県大会→全国大会というように規模を大きくして
いきたい。また、コンテストの審査員はデザイナーや環境活
動家、そしてコンテスト鑑賞者による投票を行うことで興味
関心の輪を広げる。コンテストを多くの人に知ってもらうた
め、宣伝としてポスターやSNS(Twitter〈新X〉、Instagram
など) を使って呼びかけたい。コンテストの場に居る全ての
人達へゴミにも価値があるという事に気づいてもらい、「ゴ
ミだって生まれ変われる」という気にさせる。また、コンテ
ストの上位へ入ったら、副賞として高級ミシンや縫製に関す
る魅力的なコンテンツを商品に選択する等、新たな価値の創
出に寄与するモノを提供する。「また作ってみよう」と、素
材達を使ってリユースするような状態が出来れば良いと思う。

コンテストの内容

教育効果により、ゴミが増え続けないための生産プロセスを
考えるといった意識変容が期待できる！（これからの時代に重要なスキル）
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実際に私達が廃材（新聞紙）から、ファッション制作したもの



SDGsの考え方を一人ひとりが実践できるシステムにすることで、
みんなで環境問題についてどんどんアプローチしていきたい！

サーキュラーエコノミー（Circular Economy）とは、日本語訳で「循環型経済」。これ
まで経済活動のなかで廃棄されていた製品や原材料などを「資源」と考え、リサイ
クル・再利用などで活用し、資源を循環させる、新しい経済システムで、この意識
を生産者がもつことが地球の環境、私達の生活環境を持続可能な状態にする。つま
り、人材育成がもっとも地球の環境問題を解決するものと考えた。

目標12のポイント
持続可能な方法で生産し、責
任をもって消費する

アップサイクル・コンテストは、SDGsの目標12番「つくる責任、つかう責
任」にも繋がった取り組みになる。もしコンテストの規模が大きくなり広
まっていけば、環境問題の深刻さに気づいたり、ゴミの価値にを知って、ゴ

ミを安易に捨てずリユースする人々が増えると考える。
各小学校や中学校で教材として行ってもらうことで、大人になった時にゴミ
を出さないリサイクルする考えを持つ若者を育てることが目標。持続可能な
社会を全人類でつくっていきたい！

解決された未来
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